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Pickup 森 の国

人 式

新成人39人が新たな門出
　１月３日㈰、平成₂₈年松野町成人式が町民センターで行われました。
　今年の新成人は₃₉人（男₂₅人、女₁₄人）で、うち₃₂人が、振り袖やスーツに身を包み、希望に満ちた表情で式に
出席しました。
　式では阪本町長から「これからは成人としての自覚と責任を持ち、それぞれに具体的な夢や志を胸に目標に向かっ
て進んで欲しい。」とエールが送られたほか、町議会議長や愛媛県知事からもお祝いの言葉が贈られました。
　その後、新成人一人ひとりが、壇上で思い思いの抱負を語り、成人者を代表して川村裕貴さんが「失敗を恐れず
立ち向かっていく勇気を兼ね備え、人心緑化の精神を忘れず、郷土の未来を築く担い手として期待と信頼が得られ
るよう努力したい。」と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後には恒例の記念撮影が行われ、その後、会場を虹の森公園レストラン遊鶴羽に移し、懇親会が行われ
ました。久しぶりに会う級友や恩師との会話も弾み、ふるさとでの楽しいひとときを過ごしたようです。
　新成人の皆さん、大人の自覚と責任を持って大いに飛躍してください。
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Pickup 森 の国

成祝
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平成27年第４回松野町議会定例会
　平成₂₇年第４回松野町議会定例会が、₁₂月３日に招集され、３日、₁₈日に提出議案などが審議されました。主な
内容は次のとおりです。

平成27年度松野町一般会計予算補正予算（第３号）
補正額：４千377万７千円（補正後の予算総額：₃₄億５千₂₁₇万９千円）
【主な補正理由】
総�務費☞企画費に、南予地域の企業経営者が、高齢化により事業の承継か廃業の選択を迫られているなか、愛媛県、南

予９市町、金融機関及び商工団体等が連携し、全国から経営候補者を募集・マッチングする事業を展開するため、南
予地域事業承継先紹介支援官民連携事業調査研究負担金₁₄₂万６千円を計上。当初及び９月補正で予算措置をしている
住宅リフォーム補助金について、要望件数の増による実績見込みにより、₁₀件相当分の₂₀₀万円を追加。
民�生費☞社会福祉総務費に、低所得者に対する国民健康保険税の軽減判定所得の基準を見直し、保険税の軽減対象を拡

大することに伴う国民健康保険特別会計繰出金１千₁₁₀万６千円を追加。後期高齢者医療保険事業費には、平成₂₆年度
の療養給付費負担金の確定に伴う精算により、後期高齢者広域連合療養給付費負担金₁₃₇万円を追加。また、保育所費
には、保護者の就労や里帰り出産等の事情により、町外の保育所に入所する園児が発生したことにより、２人分の私
立保育所広域入所委託料₁₇₄万１千円と、１人分の公立保育所広域入所負担金₅₀万７千円を計上。
農�林水産業費☞担い手育成対策費に、農地開発団地再生事業として、松野町農林公社が実施する加工用桃・栗の植栽に

係る立石団地、久米地団地の再生作業を支援するため、特産作物推進事業費補助金₄₁₆万５千円を計上。鳥獣被害対策
費には、イノシシ、ニホンジカ等の捕獲頭数が大幅に増加していることに伴い、実績見込みにより有害鳥獣捕獲報償費
₆₉₅万４千円を追加。
商�工費☞観光費に、森の国ぽっぽ温泉のリニューアル関係経費として、施設運営に必要となる備品等の更新・整備に係

る消耗品費₁₈₀万４千円と備品購入費₁₈₀万３千円のほか、リニューアルオープン時のテレビＣＭ及び雑誌広告料₁₆₁万
９千円、リニューアル工事の期間中における指定管理者に対する休業補償費₂₁₁万円をそれぞれ計上。その一方で、県
境休憩所・トイレ整備事業に係る国庫補助金の減額内示に伴う事業の見直しにより、工事請負費１千₁₂₀万円を減額。
土�木費☞砂防事業費に、県補助金の追加内示に伴い、目黒地区１か所分の集落・避難路保全斜面地震対策事業に係る工

事請負費１千₄₇万７千円を追加。
災�害復旧費☞農地農業用施設災害復旧費に、秋雨前線及び台風₁₅号災害による目黒地区の農地１か所、富岡地区の農業

用施設１か所の災害復旧費として工事請負費₂₄₀万円を計上。

平成27年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：５千783万６千円（補正後の予算総額：７億２千₁₅₃万２千円）
【主な補正理由】
総務費☞ 前年度繰越金の２分の１相当額の財政調整基金積立金942万円を計上。
保�険給付費☞一般・退職被保険者に係る本年９月診療分までの給付実績の増に伴う見込みにより、療養諸費３千₁₇₀万円

と、高額療養費１千₆₀₀万円をそれぞれ追加。
諸�支出金☞平成₂₆年度における国庫支出金等精算額の確定により、特定健康診査等負担金返還金など、₅₉万６千円を計上。

平成27年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
補正額：40万５千円（補正額の予算総額：６千₂₉₀万５千円）
【主な補正理由】
後期高齢者医療広域連合納付金☞保険料等負担金保険基盤安定分₄₀万５千円を追加。

報告
　　松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
　　森の国地方創生特別委員会経過報告について

議案
　　宇和島地区広域事務組合の規約の変更について
　　辺地に係る総合整備計画の変更について
　　松野町介護保険条例の一部を改正する条例について
　　 松野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例について
　　松野町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例について
　　松野町新総合計画審議会条例の一部を改正する条例について
　　農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
　　農業委員会農地利用最適化推進委員の定数等に関する条例について
　　松野町獣肉処理加工施設設置管理条例の一部を改正する条例について
　　平成₂₇年度松野町一般会計補正予算（第３号）
　　平成₂₇年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　　平成₂₇年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　▼原案どおり可決されました。

補正予算の概要補正予算の概要
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一般質問
村
尾　
重
利　
議
員

◎
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
現
在
の
松
野
町
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
大

変
厳
し
い
現
実
に
あ
る
。
歴
史
社
会
学
者
の
小
熊
英
二
さ
ん

は
、
今
は
ど
こ
か
に
頼
っ
て
い
れ
ば
安
心
と
い
う
時
代
は

終
わ
っ
た
。
自
分
で
動
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
べ
き
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
制
60
周
年
記
念
式
典
の
挨
拶

の
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
は
民
間
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

た
。
松
野
町
で
も
人
口
問
題
に
は
正
面
か
ら
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
以
上
の
観
点
か
ら
次
の
事
項
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

１�　

本
町
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
踏
ま

え
、
森
の
国
総
合
戦
略
推
進
本
部
や
森
の
国
総
合
推
進
会

議
を
設
置
し
推
進
さ
れ
て
い
る
。
全
国
で
は
、
10
月
末
で

既
に
43
％
の
自
治
体
が
策
定
を
終
え
て
い
る
が
、
今
後
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
に
基
づ
き
、
本
年
度
中
に
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
で
も
策
定
作
業
を
進
め
、
7
月
に
総
合
戦
略
本
部
会
議

及
び
総
合
戦
略
推
進
会
議
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

町
議
会
で
も
森
の
国
地
方
創
生
特
別
委
員
会
で
相
談
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
日
本
全
国
で
策
定
の
動
き
が
進
み
、
す
で
に
策
定

を
終
え
た
自
治
体
も
四
割
を
超
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

本
町
で
も
作
業
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
で
も
、
₁₀

月
₂₇
日
に
「
愛
媛
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
愛
媛
県
版
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
本
町
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
本
年
₁₂
月

を
目
処
に
計
画
概
要
を
ま
と
め
、
そ
の
後
細
部
の
調
整
や
意

見
を
ま
と
め
な
が
ら
３
月
末
ま
で
に
策
定
を
完
了
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

が
完
了
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
実
施
す
る
政
策
を
盛
込
み
、

そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
設
定
す
る
総
合
戦
略
の
策
定
の
具
体
的

な
内
容
を
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
中
で
当
初
予
算

に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
６
０
年
ま
で
の
期
間
の
人
口

推
計
を
柱
と
し
た
分
析
に
基
づ
き
、
自
然
増
減
や
社
会
増
減

の
現
況
を
も
と
に
、
今
後
の
目
標
を
設
定
す
る
内
容
で
あ

り
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
２
０
４
０
年
ま
で
に
２
・
₀₇
程
度

に
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

総
合
戦
略
で
具
体
的
な
事
業
を
組
み
立
て
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
策
定
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
推
進
会
議
の

委
員
さ
ん
か
ら
の
提
言
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
森
の
国
地

方
創
生
特
別
委
員
会
で
も
、
各
分
野
の
団
体
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
ご
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
て
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
総
合
戦
略
の
骨
子
と
し
て
は
、「
人
口
減
少
の
克

服
と
地
域
活
力
の
向
上
」
を
掲
げ
、
４
つ
の
分
野
で
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
に
「
個
性
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
て
雇
用
を
創
出

す
る
」
と
い
う
分
野
で
は
、
地
場
産
業
の
振
興
や
特
産
品
を

利
用
し
た
産
業
育
成
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
農
林
業
を
柱
と
し

た
幅
広
い
取
組
み
や
既
存
企
業
及
び
新
規
企
業
に
対
す
る
対

策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

第
２
に
「
松
野
町
へ
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
と
い

う
分
野
で
は
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
町
内
就
職
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
の
支
援
、
居
住
環
境
の
向
上
や
田
舎
暮
ら
し
希
望
者

の
勧
誘
を
行
い
、
現
在
進
め
て
い
る
空
き
家
調
査
の
デ
ー
タ

を
基
に
そ
の
活
用
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
事
業
に
よ
り
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
取
組
み
が
必
要

で
す
。

　

第
３
に
「
人
が
出
会
い
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
環
境
を

整
え
る
」
と
い
う
分
野
で
は
、
結
婚
・
出
産
に
向
け
た
支
援
、

子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
を
柱
に
、
出
会
い
の
場
の
創
出
、

医
療
や
保
育
の
支
援
の
ほ
か
、
人
づ
く
り
の
面
で
は
教
育
環

境
の
充
実
、
郷
土
愛
の
育
成
、
交
流
活
動
推
進
に
つ
な
が
る

各
種
事
業
に
取
組
み
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
の
情
報
提
供
や
人
的
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
４
に
「
自
然
と
調
和
し
た
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
分
野
と
し
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
福
祉
の
充

実
や
、
防
災
体
制
の
確
立
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
発
揮
な

ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
、
地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
取
組
み
や
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

推
進
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
政
策
を
組
み
立
て
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
の
問
題
は
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、
息
の
長
い
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
身
近
な

政
策
か
ら
大
き
な
事
業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

２�　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
区
長
会
、
組
長
会
に
対
し
具

体
的
な
説
明
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

区
長
会
及
び
組
長
会
に
対
し
、
具
体
的
な
説
明
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
方
針
に
も
あ

る
と
お
り
、
産
官
学
金
労
言
、
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
な
ど
、

幅
広
い
層
の
意
見
を
伺
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
て
、
7
月

に
総
合
戦
略
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
委
員
と
し
て
は

区
長
会
長
を
は
じ
め
、
各
団
体
、
分
野
の
皆
さ
ん
に
参
画
を

い
た
だ
き
、
併
せ
て
計
画
策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
、
各
方
面
か
ら
の
意
見
の
集
約
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
将

来
に
向
け
た
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
周
知
し

て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
₁₂
月

の
定
例
区
長
会
で
現
在
の
計
画
の
内
容
説
明
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

３�　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
策
定
事
業
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
総
合
的
な
定
住
促
進
施
策
を
実
施
す
る

一
般
質
問
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た
め
に
専
門
的
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
施
状
況
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

総
合
的
な
定
住
促
進
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
専
門
的
な

調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
委
員
会
、
推
進
会
議
、

そ
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
意
見
を
も
と
に
、
今
回
の
計

画
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て

は
、
人
口
の
増
減
に
直
接
関
わ
る
施
策
で
あ
り
、
委
託
業
務

の
中
で
も
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
各

地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
先
進
事
例
の
ほ
か
、
国
・
県
の
事
業

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
の
計
画
策
定
に
反
映
す
る
も

の
の
洗
い
出
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
本
部
会
議
で
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
別
委

員
会
の
協
議
を
踏
ま
え
た
内
容
で
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

土
居　
一
誠　
議
員

◎
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
に
伴
い
町
長
の
権
限
が
強
化
拡

大
さ
れ
「
総
合
教
育
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
町
教

育
に
対
す
る
基
本
的
考
え
を
伺
い
た
い
。

１�　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
小
中
学
校
の
生
徒
数
が

激
減
し
て
い
る
現
状
を
直
視
し
、
将
来
構
想
の
中
で
ど
の

よ
う
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁

　

町
内
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事

実
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
重
要
項
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
い
か
に
育
て
て
い
く
か
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
松
野
町

の
現
実
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題

で
あ
る
こ
と
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
質
の
高
い

教
育
を
維
持
し
、
生
き
抜
く
力
を
育
む
教
育
を
ど
う
展
開
し

て
い
く
か
は
、
教
育
現
場
の
こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
、
今
後

に
お
い
て
は
、
今
ま
で
に
増
し
て
大
き
な
課
題
で
す
。
平
成

₂₇
年
1
月
に
策
定
さ
れ
た
、
文
部
科
学
省
の
公
立
小
学
校
・

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
き
に
よ

り
、
学
校
規
模
の
適
正
化
、
学
級
数
、
児
童
生
徒
数
の
基
本

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、
全
町
的
な
規
模
で
見
て

も
、
基
準
定
数
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手

引
き
の
中
に
は
、
基
準
を
下
回
る
場
合
等
で
も
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
中
長
期
的
な
児
童
生
徒
数
の
予
測
や
、
社
会
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
規
範
意
識
の
育
成
状
況
等
、

総
合
的
な
判
断
に
よ
り
、
町
と
し
て
の
基
準
、
目
安
に
よ

り
、
統
廃
合
を
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
市
町
に
お
い
て
も
、
市
町
村
合
併
を
契
機
と
し

て
、
統
廃
合
を
検
討
、
実
施
し
、
既
に
多
く
の
小
・
中
学
校

が
廃
校
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中
の
経
過
を

み
る
と
、
あ
り
方
・
再
編
委
員
会
で
の
検
討
を
経
て
、
町
と

し
て
の
学
校
統
廃
合
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
編
に
際
し

て
は
、
自
治
体
独
自
の
判
断
基
準
を
策
定
し
て
い
る
市
町
も

多
数
あ
り
、
町
で
も
参
考
と
す
べ
き
部
分
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。町
の
学
校
規
模
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
具
体
的
な
検
討
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
小
規
模

の
松
野
南
小
学
校
が
、
現
在
、
全
校
生
徒
7
人
、
2
年
後
に

は
4
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。
保
護
者
や
地
元
、
校
長
他
教

職
員
の
意
見
、
町
と
し
て
の
学
校
の
あ
り
方
等
、
様
々
な
検

討
機
会
を
経
る
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
状
況
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
上
下
学
年
と
の
関
係

や
集
団
生
活
の
中
か
ら
学
ぶ
経
験
、
体
験
へ
の
影
響
、
学
校

行
事
の
開
催
や
そ
の
こ
と
に
伴
う
教
育
効
果
へ
の
懸
念
、
教

職
員
の
人
数
不
足
に
伴
う
学
校
経
営
の
成
り
立
ち
等
、
不
安

要
素
も
多
数
挙
が
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
近
く
こ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
統
合

に
つ
い
て
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
も
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
小
学
校
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
同
時
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
中
長
期
的

な
松
野
町
の
学
校
運
営
方
針
の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
受
け
皿
と
な
る
べ
き
中
核
校

の
存
在
は
不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、
規
模
的
に
考
え
て
も
、

お
の
ず
と
西
小
学
校
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
各
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
建
築
後
、
既
に
₂₇

年
か
ら
₃₁
年
が
経
過
し
て
お
り
、
全
て
に
お
い
て
雨
漏
り
、

和
式
ト
イ
レ
、
冷
暖
房
施
設
の
不
備
、
旧
式
の
Ｒ
Ｃ
造
特
有

の
施
設
の
不
便
さ
等
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
ど
の
施
設
を
取

り
上
げ
て
も
大
規
模
改
修
の
時
期
に
達
し
て
い
る
現
状
で

す
。
学
校
と
い
う
教
育
施
設
で
あ
る
と
い
う
面
や
、
財
政
面

も
勘
案
し
た
と
き
、
一
年
で
の
対
応
は
困
難
で
あ
る
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
統
廃
合
問
題
と
も
関
連

さ
せ
、
次
年
度
よ
り
、
数
年
の
計
画
に
よ
り
小
学
校
の
改
修

を
業
務
計
画
、
予
算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
保
護
者
、
地
元
、
有
識
者
、

そ
し
て
議
会
議
員
各
位
と
の
検
討
、
協
議
も
行
い
な
が
ら
、

総
合
的
に
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

２�　

学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
小
中
一
貫
校
が
制
度
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
６
・
３
・
３
制
の
見
直
し

を
始
め
大
改
変
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
う
対

応
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長
答
弁

　

小
中
一
貫
校
等
、
学
校
教
育
法
の
改
正
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
統
廃
合
問
題
と
併
せ
て
中
長
期
的
な
学
校
運
営
の
中

で
検
討
す
べ
き
問
題
で
も
あ
る
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
る
6
・
3
制
の
見
直
し

や
、
小
中
一
貫
校
へ
の
取
組
み
の
ね
ら
い
と
し
て
は
、
義
務

教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
計
画
的
、
継
続
的
な
学
力
、
学
習

意
欲
の
向
上
や
、い
わ
ゆ
る「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」と
い
わ
れ
る
、

中
学
校
へ
の
進
学
時
期
に
み
ら
れ
る
、
い
じ
め
、
不
登
校
の

原
因
と
な
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
策
と
し
て
、
全
国

的
に
取
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
文
部
科
学
省

で
の
小
中
一
貫
校
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
9
年
間
を

ひ
と
ま
と
ま
り
と
考
え
る
こ
と
に
よ
る
学
力
向
上
対
策
、
異

年
齢
で
の
集
団
活
動
に
よ
る
人
間
関
係
の
醸
成
、
小
・
中
教

職
員
間
で
の
お
互
い
の
良
さ
を
取
り
入
れ
る
指
導
な
ど
、
導

入
時
に
ね
ら
い
と
し
て
掲
げ
た
項
目
に
対
応
し
た
効
果
も
み
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ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
を
経
営
す
る
面
か
ら
も
有
効

性
は
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
同
一
校
舎
、
同
一
敷
地

内
別
校
舎
、
遠
隔
地
で
の
運
営
、
複
数
校
で
の
運
営
等
、
運

営
形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
町
の
現
況
施
設
で
の
運
営
も

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
町
内
一
中
学
校
、
一
小
学

校
で
の
学
校
経
営
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
を
み
て
、

一
貫
校
へ
の
取
組
み
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
小
さ
な
自
治
体

で
の
学
校
経
営
を
考
え
た
と
き
に
有
効
策
と
な
り
得
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
教
育
委
員
会
、
有
識
者
、
実
際
に
現
場
で
指
導
さ

れ
る
教
職
員
、
ま
た
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
検
討
、
協

議
を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
最
高
か
つ
最
善

で
有
効
な
学
校
経
営
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３�　

毎
年
全
国
学
力
試
験
が
実
施
さ
れ
、
本
町
の
小
中
学
校

が
と
も
に
県
下
１
位
の
成
績
と
な
っ
て
お
り
、
学
力
は
も

と
よ
り
運
動
道
徳
を
含
め
総
合
的
な
人
間
力
の
向
上
に
学

校
現
場
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
今
後
も
生
徒
本
人
各
家

庭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
森
の
国
の
人
間
教
育
」
へ
地
域

を
挙
げ
て
一
層
の
取
組
み
、
継
続
し
た
努
力
が
必
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長
答
弁

　

県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
い
わ
ゆ
る
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
公
表
ど
お
り
県
下

一
位
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
校
の
た
め
、
数
値
の

公
表
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
均
値
を
ど
う
上
回
っ
て
い

る
か
の
方
向
性
を
見
た
と
き
に
、
県
下
一
位
で
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
、
結
果
的
に
、
小
・
中
学
校
と
も
県
下
一
位
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
が
着
実
に
定
着
し
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
来
、
子
ど
も
た
ち
の
有

し
て
い
る
学
力
が
高
く
、
ま
た
、
よ
り
向
上
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
現
場
で
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
校
長
を
筆
頭
と
し
た
教
職
員
の
指
導
の
賜
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
公
表
結
果
の
項
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も

の
家
庭
学
習
の
状
況
の
良
さ
や
、
基
本
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル

が
確
立
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
み
る
と
、
保
護
者
の
家
庭

教
育
に
対
す
る
熱
心
さ
も
、
成
績
に
対
す
る
成
果
の
要
因
と

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

継
続
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
今
以
上
に
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
向
け
た
活
動
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
心
身
と
も
に
健
全
な
成
長
の
た
め
に
は
、
成
長

期
に
あ
わ
せ
た
適
切
な
運
動
と
、
家
族
、
友
達
、
ま
た
地
域

を
思
い
や
る
心
、
自
分
の
命
、
他
人
の
命
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
る
教
育
や
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
実
践
の
中

か
ら
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
先
人
の
功
績
を
尊
ぶ
こ
と
の
で

き
る
、
公
的
精
神
が
培
わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
基
本
的
に
は
学
校
で
の
教
育
を
通
じ
て
、
基
礎
学
力

や
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
が
、
古
く
か
ら
の
言

葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は
地
域
で
育
つ
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で

す
。
学
校
教
育
の
中
で
も
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
が
学
校

経
営
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も
導
入
さ
れ
、

地
域
住
民
が
学
校
教
育
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
携

わ
る
こ
と
も
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
導
入
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
人
々
が
学
校
運
営
に

協
力
い
い
た
だ
き
、
時
に
は
環
境
整
備
や
学
校
行
事
の
裏
方

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に

対
応
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能

力
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
お
け
る
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
を
養
う
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
学
習
の
中
で
は
、
地
域
の

経
験
者
、
有
識
者
で
あ
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
人
々
が
、
指
導

者
と
し
て
学
校
現
場
で
広
く
関
わ
り
を
持
ち
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
教
育
の
展
開
を
実
践
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
既
に

松
野
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
、
学
校
規
模
の
縮
小
や
統
廃
合
と
い
っ
た
学
校
教
育
現

場
に
お
け
る
厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
以

上
に
地
域
、
保
護
者
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
、
地
域
の
諸
先

輩
方
の
知
識
や
経
験
が
学
校
現
場
で
生
か
さ
れ
、
本
物
の
生

き
抜
く
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
の
展
開
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
道
の
駅
「
虹
の
森
」
の
今
後
に
つ
い
て

　

道
の
駅
は
、
町
の
「
入
口
」「
玄
関
」
で
あ
り
、
そ
の
状

態
を
見
れ
ば
そ
の
町
の
姿
勢
が
わ
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

１�　

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
現
状
と
経
営
改
善
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

町
長
答
弁

　

森
の
国
フ
ァ
ー
ム
の
「
ト
マ
ト
も
ぎ
取
り
園
」
で
、
今
年

の
春
に
発
生
し
た
病
害
虫
に
よ
り
ト
マ
ト
が
全
滅
し
、
そ
れ

以
降
は
運
営
を
休
止
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
来
園
者
を

は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、

指
定
管
理
者
の
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
と
も
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
「
ト
マ
ト
も
ぎ
取
り
園
」
は
、
収
穫
体
験
を
楽
し
み

な
が
ら
比
較
的
安
価
な
値
段
で
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
購
入
で

き
る
こ
と
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
来
園
者
に
人
気
の
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
所
有
者
で
あ
る
町
と
し
て
は
、

指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
病
害
虫
の
再
発
生
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
早
急
に
も
ぎ
取
り
体
験
を
再
開
す
る
よ

う
に
指
示
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
休
止

し
た
ま
ま
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
理
由
は
、
ト
マ
ト
栽
培
技
術
者
が
退
職
し
不
在
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
ト
マ
ト
苗
の
植
替
え
に
要
す
る
経
費

を
指
定
管
理
者
が
捻
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
町
と

し
て
は
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
旨
、
指
定
管
理
者
に
伝
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
問
題
を
含
め
て
、
町
と
指
定
管
理
者

と
の
役
割
分
担
、
リ
ス
ク
分
担
を
再
確
認
し
、
観
光
施
設
の

健
全
運
営
と
地
域
へ
の
波
及
効
果
の
発
揮
に
努
め
て
い
く
こ
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と
と
し
て
い
ま
す
。

２�　

道
の
駅
は
、
国
の
主
導
で
全
国
展
開
中
比
較
評
価
さ
れ

る
。
よ
り
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
て
成
功
し
て
い
る
所
は
、
地

域
住
民
の
関
心
が
高
く
自
分
た
ち
で
育
て
よ
う
と
い
う
心

意
気
が
高
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
町
民
参
加
の
経
営

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
答
弁

　

道
の
駅
へ
の
町
民
の
参
画
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
の
集
客

力
向
上
や
経
営
安
定
の
た
め
に
地
域
住
民
と
の
協
働
が
不
可

欠
で
す
。

　
「
虹
の
森
公
園
」
で
も
、
産
直
市
場
の
「
か
ご
も
り
市
場
」

を
中
心
に
し
て
、
地
元
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
活
用
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
か
ご
も
り
市
場
」
の

会
員
の
拡
大
と
品
揃
え
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
な
ど
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
的
な
要
素
も
取
り
入
れ
て
、
少
し
で
も
多
く
の
生

産
者
や
加
工
販
売
業
者
が
虹
の
森
公
園
に
関
わ
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
な

構
想
に
な
り
ま
す
が
、
虹
の
森
公
園
な
ど
観
光
施
設
の
経
営

自
体
に
、
町
民
の
資
本
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導

入
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
、
検
討
を
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

３�　

全
国
に
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
連
携

に
よ
っ
て
農
産
品
の
販
売
で
農
家
所
得
を
大
幅
に
拡
大
し

て
い
る
所
が
あ
る
。
最
近
民
間
の
多
角
的
な
経
営
は
日
進

月
歩
、
民
間
の
情
報
を
収
集
す
る
機
能
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長
答
弁

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
と
の
提
携
な
ど
、
民
間
企
業

の
多
角
的
、
先
進
的
な
経
営
戦
略
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
ま

さ
し
く
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
目
的
と
合
致
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
状
で
は
十
分
に
活
用
で
き
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
特
に
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
品

質
の
も
の
を
注
文
ロ
ッ
ト
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
地
理
的
に
不
利
な
条
件
を
ど
う
克

服
す
る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
や
農
家
所
得
の
向
上
な

ど
の
リ
タ
ー
ン
は
期
待
で
き
な
い
の
も
事
実
で
す
の
で
、
県

の
営
業
本
部
や
鬼
北
地
域
農
業
振
興
協
議
会
、
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
伊
予
銀
行
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

な
が
ら
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
、
有
利
販
売
を
目
指
し

て
情
報
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
道
の
駅
が
集
客
力
を
維
持
し
、
健
全

な
経
営
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
と
密
着
す
る
こ

と
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個
性
を
活
か
し
て
、
住
民
と
の

協
働
で
新
し
い
魅
力
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
全
国
の

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
、
本
町
に
適
し
た
観
光
施
設
の
運

営
方
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

４�　

観
光
客
は
「
美
味
し
い
食
」
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
。

地
元
食
材
を
活
用
し
た
「
名
物
料
理
」
の
開
発
が
必
須
条

件
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ

る
か
着
手
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁

　

本
町
で
も
っ
と
も
知
名
度
の
あ
る
郷
土
料
理
と
言
え
ば
、

天
然
ウ
ナ
ギ
や
川
ガ
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
川
魚
料
理
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
の
川
魚
料
理
の
老
舗
３
軒
の
う

ち
２
軒
が
閉
店
し
て
し
ま
い
、
後
継
者
も
い
な
い
た
め
ノ
ウ

ハ
ウ
や
レ
シ
ピ
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を

有
す
る
松
野
の
川
魚
料
理
が
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
商
工
会
や
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
、
川
魚
料
理
を
提
供
で
き
る
飲

食
店
や
農
家
民
宿
の
確
保
に
、
行
政
と
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
の
息
吹
の
開
業
に
よ
り
、
高
品
質
の
シ

カ
肉
や
イ
ノ
シ
シ
肉
が
安
定
的
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
野
生
獣
肉
を
使
っ
た
い
わ
ゆ
る
ジ
ビ
エ
に
つ

い
て
も
、
観
光
客
を
は
じ
め
県
内
外
の
グ
ル
メ
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
名
物
料
理
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
先
般
開
催
し
た
ア
グ
リ
甲
子
園
で
、
北
宇
和

高
校
の
生
徒
が
作
成
し
て
最
優
秀
作
品
と
な
っ
た「
鹿
パ
イ
」

は
、
虹
の
森
公
園
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
商
品
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
森
の
息
吹
と
連
携
協

力
し
て
、
付
加
価
値
の
高
い
ジ
ビ
エ
の
加
工
品
や
料
理
の
開

発
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
町
は
、特
産
５
品
目
で
あ
る
桃
、梅
、柚
子
、茶
、

栗
や
、
物
産
展
な
ど
で
好
評
の
ト
マ
ト
な
ど
、
名
物
料
理
の

素
材
と
し
て
活
用
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
農
産
物

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
松　
紀
幸　
議
員

◎
松
野
町
長
期
計
画
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
、
第
４
次
松
野
町
長
期
計
画
が
平
成
26
年
度
に

10
年
間
の
計
画
期
間
終
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
長

期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
矢
先
、
国

で
は
東
京
圏
へ
の
人
口
の
集
積
を
是
正
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
平
成
26
年
11
月
28
日
に
公
布
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い
て
も
今
後

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
し
た

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
今
後
５
ヶ
年
の
目
標
や
施
策

の
基
本
的
方
向
、具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
総
合
戦
略
」

を
今
年
度
中
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

１�　

市
町
村
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
の
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
策
定
の
義
務
付
け
が
廃
止
さ
れ
た

が
、
現
在
作
成
中
の
基
本
構
想
・
長
期
計
画
等
を
町
政
の
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位
置
づ
け
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
議
会
へ
の
議
決
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

　

本
町
の
長
期
計
画
、
い
わ
ゆ
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
₂₃
年
５
月
２

日
公
布
・
平
成
₂₃
年
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
法

第
２
条
第
４
項
の
「
市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け
る
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想

を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
い
う
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

基
本
構
想
を
策
定
す
る
か
否
か
は
、
市
町
村
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
議
会
の
議
決
の
有
無
を
含
め
、
基
本

構
想
を
策
定
す
る
際
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
市
町
村
が
決
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
は
従
来
か
ら

町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
住
民
に
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
的
な
策
定
義
務
が
な
く
と
も
、
行

政
の
施
策
展
開
の
基
本
方
向
を
示
す
計
画
と
し
て
、
事
業
や

活
動
の
優
先
順
位
の
判
断
基
準
、
国
や
県
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
お
け
る
指
針
と
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
り
、
本
町
で
は
引
続
き
最
上
位
の
計
画
と
し
て
策
定
を
行

う
こ
と
と
し
、
本
年
度
そ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
当
該
規
定
の
削
除

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
に
つ
い
て
も
義
務
的
に
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
わ
け
で
す
が
、
今
回
町
で
検
討
し
た
結
果
、
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
は
部
内
検
討
及
び
総
合
計
画
審
議
会
等
へ

諮
問
す
る
な
ど
、
十
分
な
検
討
を
経
た
上
で
議
会
へ
報
告
を

行
う
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
町
の

最
上
位
計
画
と
し
て
十
分
な
検
討
、
審
議
を
経
て
本
年
度
中

に
策
定
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２�　

第
４
次
長
期
計
画
で
は
、
町
が
策
定
し
た
全
町
計
画
と

各
部
落
で
策
定
し
た
地
域
計
画
か
ら
な
る
長
期
計
画
と

な
っ
て
い
た
が
、
第
５
次
長
期
計
画
も
同
様
な
考
え
方
の

計
画
と
な
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
部
落
へ
の
指
示
指
導
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
町
と
部
落
と
の
計
画

の
整
合
性
や
連
携
は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁

　

各
部
落
で
策
定
す
る
地
域
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
回
も
第

４
次
計
画
と
同
じ
く
、
全
町
計
画
と
地
域
計
画
の
２
階
層
構

成
と
す
る
方
向
で
策
定
を
進
め
、
地
域
計
画
に
つ
い
て
は
全

₁₀
部
落
が
主
体
的
に
内
容
を
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
各
部
落
で
策
定
委
員

会
を
開
き
、
事
務
局
と
し
て
町
職
員
２
名
が
そ
の
中
に
入
っ

て
地
元
住
民
と
と
も
に
会
議
の
運
営
や
計
画
策
定
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

前
回
の
計
画
策
定
か
ら
₁₀
年
が
経
過
し
、
各
地
区
の
状
況

も
色
々
と
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

計
画
見
直
し
が
、
将
来
に
向
け
て
地
域
を
見
つ
め
直
す
良
い

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
住
民
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
各
部
落
の
地
域
づ
く
り
に

役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、町
と
部
落
の
計
画
の
整
合
性
や
連
携
に
つ
い
て
は
、

各
部
落
の
地
域
計
画
の
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
区
長

会
で
確
認
し
て
も
ら
い
表
現
等
を
含
め
調
整
を
行
う
こ
と
と

し
、
地
域
計
画
の
内
容
に
よ
っ
て
は
町
行
政
の
業
務
や
支
援

制
度
等
に
よ
っ
て
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
も

そ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
行
政
と
住
民
が
協
働
し

て
住
民
福
祉
の
向
上
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
₂₄
年
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

そ
の
中
で
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
一
つ
に
「
町
の
総
合
計

画
に
関
す
る
こ
と
」
を
調
査
審
議
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
役
割
と
し
て
は
、
総
合
計
画
の
原
案

審
議
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
そ
こ
で
出
た
原
案
を
さ
ら
に
松
野
町
新
総
合
計
画
審
議

会
へ
答
申
す
る
と
い
う
手
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
ま
ず
町
で
策
定
し
た
原
案
に
つ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
審
議
を
行
い
、
委
員
さ
ん
に
協
議
を
し

て
も
ら
い
十
分
な
意
見
を
得
た
上
で
、
計
画
案
を
策
定
し
ま

す
。
そ
れ
を
経
て
、
町
か
ら
総
合
計
画
審
議
会
へ
諮
問
さ
せ

て
も
ら
い
、
審
議
会
で
検
討
の
上
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
計

画
の
策
定
を
完
了
す
る
と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

３�　

長
期
計
画
と
総
合
戦
略
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に

と
っ
て
い
く
考
え
か
。
ま
た
、
関
係
性
や
優
先
度
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
現
段
階
で
の
具
体
的
な
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁

　

長
期
計
画
と
総
合
戦
略
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

町
の
基
本
的
な
計
画
は
長
期
計
画
、
い
わ
ゆ
る
総
合
計
画
で

あ
り
、
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
を
示

す
も
の
と
し
て
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
で
特
に
今
回

の
人
口
問
題
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
む

施
策
を
と
り
ま
と
め
、
具
体
的
な
目
標
の
設
定
や
効
果
の
検

証
な
ど
を
行
っ
て
い
く
実
行
的
な
計
画
の
位
置
づ
け
に
な
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
総
合
計
画
と
総
合
戦
略
の
関
係
性
に
つ
い

て
は
、
総
合
的
な
内
容
を
網
羅
し
た
本
庁
の
全
体
計
画
は
総

合
計
画
で
あ
り
、そ
の
う
ち
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

で
目
的
と
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
に
関
す

る
政
策
に
つ
い
て
は
総
合
戦
略
に
明
記
す
る
と
い
う
役
割
に

な
り
、
そ
の
優
先
度
に
つ
い
て
も
計
画
の
体
系
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
予
算
立
て
を
行
う
際
に
十
分
に
吟
味
検
討
を
行
い

実
行
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
期
計
画
、
総
合
戦
略
、
過
疎
計
画
、
辺
地
計
画
及
び
そ

の
他
の
計
画
な
ど
、本
町
で
も
さ
ま
ざ
ま
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
計
画
の
位
置
づ
け
や
そ
れ
に
伴
う
財
源
な
ど
も
異

な
り
ま
す
が
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
上
で
は

重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

そ
れ
ら
の
計
画
を
活
用
し
な
が
ら
重
要
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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い
じ
め
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
愛え

顔が
お

の
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

町
制
施
行
60
周
年
記
念

松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12
19

12
12

　

₁₂
月
₁₉
日
㈯
、砥
部
町
文
化
会
館
で
「
い
じ
め
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

愛
顔
の
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が
中
心
と
な
り
、
い
じ
め
問
題
に
し
っ

か
り
と
向
き
合
っ
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
、
自
ら
が
い
じ
め
問
題
解
決
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
県
内
₂₀
市
町
か
ら
約
６
０
０

人
が
参
加
し
、
各
市
町
で
の
い
じ
め
防
止
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
小
中
学
校
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
参
加
し
、
各
小
中
学
校
で
の
い
じ
め
防

止
に
向
け
た
日
頃
の
取
組
み
や
町
内
小
中
学
校
全
校
児
童
生
徒
で
行
っ
た
「
森
の
国
子
ど

も
大
会
議
」
で
の
成
果
な
ど
を
発
表
し
た
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
今
年
度
作
成
し
た

Ｃ
Ｍ
の
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
、
他
市
町
の
発
表
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
自
分
た
ち

の
学
校
で
も
出
来
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
し
た
内
容
は
、
２
月
₁₃
日
㈯
開
催
の
「
森
の
国
人
権
の
集

い
」
で
も
発
表
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

₁₂
月
₁₂
日
㈯
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
町
制
施
行
₆₀
周
年
記
念
事
業
「
松
野
町
の
医
療
を

考
え
る
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
地
域
医
療
を
大
切
に
守
っ
て

い
く
た
め
に
、
町
全
体
で
健
康
づ
く
り
に
励
む
と
と

も
に
病
気
や
障
が
い
を
持
っ
て
も
医
療
や
介
護
、
地

域
全
体
が
つ
な
が
っ
て
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
、
町
な
ら
で

は
の
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
地
元
住
民

ら
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、元
中
央
診
療
所
副
所
長
で
あ
り
、

現
在
は
、
石
川
県
で
在
宅
医
療
を
中
心
に
活
躍
中
の

清
水
雄
三
医
師
に
よ
る
「
在
宅
医
療
に
お
け
る
訪
問

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
治
す
医
療
」
か
ら
「
治
し
、
支
え
る

医
療
」
へ
の
転
換
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継

続
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
「
家
で
生
き
る
」
こ
と
へ
の

手
助
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
松
野
町
で
携
っ

た
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
か
ら
つ
な
が
る
現
在
の
活

動
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

続
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
清
水
先
生
の
講

演
内
容
か
ら
つ
な
が
る
「
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ

う
！
大
切
な
人
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
４
人
の
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
か
ら
松
野
町
の
良
さ
、
現
在
の
地
域
活
動
、

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
診
療
所
の
役
割
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
は
個
々
ば
ら
ば
ら

で
は
な
く
す
べ
て
繋
が
っ
て
お
り
、
み
ん
な
で
つ

く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認

し
、
会
場
は
終
始
あ
た
た
か
く
や
さ
し
い
空
気
に
包

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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吉
野
生
公
民
館

し
め
縄
づ
く
り
教
室

吉
野
生
公
民
館

干
支
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
12
23

12
19

　

₁₂
月
₁₉
日
㈯
、
吉
野
生
公
民
館
で
干
支
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
公
民
館
文
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
身
近
な
先
生

か
ら
そ
の
技
を
学
び
暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
吉
野
生
地
区

か
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
名
誉
講
師
の
岡
本
愛
子
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
来
年
の
干

支
〝
申
〞
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ち
ぎ
り
絵
に
挑
戦
。
参
加
者
は
、手
際
よ
く
和
紙
を
ち
ぎ
り
、

色
紙
に
貼
り
つ
け
て
美
し
い
申
の
ち
ぎ
り
絵
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
こ
の
時
期
の
風
物
や
景
色
を
見
事
に
表
現
し
た
作
品
の
展
示
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
を
魅
了
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

公
民
館
の
体
験
教
室
は
、
仕
事
や
家
事
に
追
わ
れ
る
主
婦
に
と
っ
て
楽
し
い
交
流
学
習

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
業
も
は
か
ど
り
、
出
来
あ

が
っ
た
作
品
を
手
に
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

₁₂
月
₂₃
日
㈬
、
吉
野
生
公
民
館
で
し
め
縄
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
東
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
吉
野
老
人
ク
ラ
ブ
長
生
会
（
鶴
本
好
福
会

長
）
の
協
力
の
も
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
₂₁
人
の
小
学
生
と
保
護
者
、

そ
し
て
長
生
会
会
員
４
人
が
参
加
し
、
か
ど
じ
め
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

金
谷
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
宇
治
惣
市
氏
か
ら
正
月
飾
り
の
由
来
や
使
用
す
る

材
料
、
手
順
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
作
業
開
始
。

　

今
回
は
、
参
加
人
数
が
多
か
っ
た
た
め
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
９
人
は
、
キ
ッ
ト

を
使
っ
た
輪
じ
め
を
作
り
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
た
ち
の
手
を
借
り
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

折
り
紙
で
の
扇
や
御
幣
を
作
る
作
業
で
は
、
時
折
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

松
や
梅
な
ど
の
造
花
と
一
緒
に
飾
り
つ
け
て
み
る
と
予
想
以
上
の
仕
上
が
り
で
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
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松
丸
地
区
公
民
館

門
松
づ
く
り
教
室

吉
野
生
公
民
館

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

12
23

12
27

　

₁₂
月
₂₃
日
㈬
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
門
松
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
主
に
西
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
て
、
松
丸
地
区
公
民
館
が
毎
年
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
児
童
と
保
護
者
約
₄₀
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
新
聞
紙
を
詰
め
て
竹
を
並
べ
、
松
や
梅
の
枝

な
ど
を
思
い
思
い
に
装
飾
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
毎
年
参
加
し
手
際
よ
く
作
業
を
こ
な
し
た
児
童
や
初
め
て
で
う
ま

く
い
か
な
い
児
童
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
約
１
時
間
半
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
門
松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
後
片
付
け
を
し
、
自
作
の
門
松
を
手
に
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
長
・
分
館
長
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
巨
大
な
門
松
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

前
に
飾
ら
れ
、
松
丸
の
街
道
に
新
年
の
華
や
か
さ
を
際
立
た
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

₁₂
月
₂₇
日
㈰
、
吉
野
生
公
民
館
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
女
性
に
お
正
月
を
彩
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
潤
い
の
あ
る

年
末
年
始
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
吉
野
生
地

区
目
黒
地
区
か
ら
計
₄₅
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
松
や
千
両
な
ど
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
花
を
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
手
際

よ
く
活
け
込
み
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
前
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
師
走
の
忙
し
さ
を
忘
れ
、
素
敵
な
お
花

で
よ
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

吉
野
生
公
民
館
で
は
、
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事
を

計
画
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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森 の国だより

平成28年の区長さん、組長さんが決まりました
区　長

部落名 区長名 部落名 区長名
松　丸 井上　六廣 上家地 岡本　高久
延野々 森田　勝之 目　黒 岡田　春喜
豊岡後 大野　　久 吉　野 岡村　俊男
豊岡前 毛利　彰男 蕨　生 金谷　孝志
富　岡 須田　正文 奥野川 西村　泰男

松　丸

延野々

豊岡後

組　名 組長名
新　町 平井　清仁
駅前通 細川　真也
本町１ 谷　　　清
本町２ 土居　　偉
本町３ 坂本　　浩
東新町 増田　善吉
西天満 山口　　尊
東天満 長山　政美
礁　崎 三好　秀二
向　井 山口　末喜
祝　井 中井　和彦

組　名 組長名
東　組 山吹　和之
仲　組 山崎　　努
野　尻 友　　勝彦
住宅組 岡　　宣孝
古井谷 田口　俊行
五郎丸 金谷　敏行

組　名 組長名
１番組 信崎　　博
２番組 谷口　忠義
３番組 関本　　泉
４番組 上川　勝義
５番組 千田　隆之
６番組 関本　良夫
７番組 上川　晴美
８番組 山田　三郎

目　黒
組　名 組長名
下　組 佐々木郁夫
中央１ 河野　徳久
中央２ 毛利　伸彦
国木谷 園部　美國
西の川 五藤　重光
上目黒 山田　銑一

豊岡前

富　岡

上家地

組　名 組長名
１　区 両田　幹男
２　区 山崎　考規
３　区 吉良　剛則
４　区 堀口　計敬
５　区 石川　　弘
６　区 山木　良一
７　区 柳本　　積
８　区 蔭平　　忠
９　区 加形　彰朗
住宅組 上川　嘉文

組　名 組長名
古市場 髙橋　洋介
地　吉 田中　和幸
久米地 山本　和久
富　民 毛利　　正

小屋の川 丹場　伸一

組　名 組長名
１　区 浅井　悦子
２　区 松田　政子
３　区 濱田　章二

吉　野

蕨　生

奥野川

組　名 組長名
町　組 浅野　眞治
上　在 八十島　貢
豊　盛 吉本　純二
西　組 三好　断義
梁　瀬 猪野木治男
葛　川 坂井　利榮

組　名 組長名
鳥　居 岡本　直訓
鈴　井 金谷　博幸
真　土 松比良　健
谷　口 速水　誠二
延　行 大谷　吉廣
奥　内 山本　　勇

組　名 組長名
下　組 田中　邦男
本　村 山下　雄市
中　組 松岡　廣明
上　組 藤本　悟朗

◆よろしくお願いします◆

※順不同、敬称略

組　名 組長名
９番組 松本　智昭
₁₀番組 谷口　政美
₁₁番組 成田　善行
₁₂番組 山口　利廣
住宅組 山田　慎一
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

冬
眠
の
蛙
飛
び
出
す
鍬
の
先  

赤
松　
　

午
子

三
猿
の
教
え
う
な
づ
く
冬
帽
子 

稲
谷　

キ
ミ
子

老
ひ
二
人
息
を
合
わ
せ
て
襖
ふ
す
ま
張
り 

 

上
田　

美
智
子

庭
池
や
鷺
飛
び
立
て
る
羽
音
か
な 

岡
本　
　

三
葉

時
雨
る
る
や
白し
ろ

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
色
あ
せ
て 

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
十
二
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
十
二
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

手
話
通
じ
合
っ
て
学
園
冬
う
ら
ら 

 

伊
藤　
　

富
子

山
茶
花
の
散
る
し
づ
け
さ
や
峡
の
里 

岡
本　
　

京
子

来
る
年
へ
無
病
息
災
祈
願
か
な 

金
谷　
　

恵
子

病
む
吾
に
他ひ

人と

の
情
や
栗
の
飯 

金
谷　
　

重
子

山
茶
花
や
み
な
笑
み
給
う
六
地
蔵 

金
谷　
　

文
恵

子
の
声
の
は
ず
み
て
を
り
ぬ
大
焚
火 

谷　
　

き
よ
し

沈
下
橋
寄
り
添
う
て
ゆ
く
冬
帽
子 

布　
　
　

康
江

暖
冬
や
峡
に
薪
割
る
音
の
し
て 

ひ
の　

た
い
ら

山
茶
花
の
花
び
ら
散
り
し
池
の
面 

古
谷　
　
　

香

山
茶
花
の
咲
き
つ
ぐ
空
の
澄
み
に
け
り 

山
下　

ス
ミ
子

俳句ポストについては、しばらくの間お休みいたします。

人
権
の
広
場

東
小｢

人
権
・
同
和
教
育
参
観
日
〜
東
っ
子
人
権
の
集
い
〜｣

の
紹
介

松
野
東
小
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

高
田　

治
広

　

今
年
度
、
松
野
東
小
学
校
の
児
童
数
は
三
十
一
名
で
す
。

広
い
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
で
協
力
し
て

掃
除
し
た
り
、
休
み
時
間
に
は
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し

く
遊
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
元
気
い
っ

ぱ
い
に
、
仲
よ
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
十
一
月
一
日
に
人
権
・
同
和
教
育
参
観

日
「
東
っ
子
人
権
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
人
権
・
同

和
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
や
、
人
権
集
会
・
人
権
コ

ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
友
達
を
思
い
や

り
、
信
頼
し
て
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

話
し
合
い
を
通
し
て
仲
間
意
識

を
高
め
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

人
権
集
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
町
小
中
学
校
音
楽
発
表
会

で
披
露
し
た｢

野
に
咲
く
花
の

よ
う
に｣

を
合
唱
し
た
り
、
人
権

標
語
を
発
表
し
た
り
し
ま
し
た
。

人
権
標
語
は
、
い
じ
め
や
仲
間

は
ず
し
の
な
い
東
小
学
校
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
森
の
国
子
ど
も
大

会
議
で
話
し
合
わ
れ
た｢

い
じ
め

防
止
の
合
い
言
葉｣

に
つ
い
て
の

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、｢

命

の
根
っ
こ
に
あ
る
人
権｣

と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
師
の
先
生
に
歌

あ
り
ト
ー
ク
あ
り
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
の
実
話

や
、「
い
ち
ご
の
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
」
と
い
う
家
族
愛
の

話
、
そ
し
て
、
心
に
し
み
る

歌
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
、
会

場
全
体
が
あ
た
た
か
い
空
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、｢

一
つ
し
か
な
い

命
を
大
切
に
し
た
い
。｣｢

家

族
仲
よ
く
暮
ら
し
た
い
と
思

う
。｣｢

笑
顔
＝
人
権
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。｣

と
い
っ

た
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
は
、「
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
感
動
し
て
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。」｢

親
子
で
食

事
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。｣｢

あ

た
た
か
い
気
持
ち
で
相
手
に
寄
り
添
い
、
家
族
に
も
、
日
々

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。｣

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
人
権
・
同
和
教
育
参
観
日
「
東
っ
子
人
権
の

集
い
」
は
、
講
師
の
先
生
の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
り
、
参

加
者
全
員
が
優
し
い
心
と
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
や
い
ち
ご
の
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
の
お
話
を
聞
い
た
感
動
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
た

ち
も
教
職
員
も
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、
困
っ
た
と
き

に
は
助
け
合
っ
た
り
、
支
え
合
っ
た
り
し
て
い
け
る
集
団
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
に

あ
る
様
々
な
差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
し
な
い
・
差
別
を

さ
せ
な
い
集
団
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
差
別
に
負

け
な
い
強
い
心
と
態
度
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
の
教

育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
東
小
』・『
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生

き
る
東
っ
子
の
育
成
』
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
東
小
の
精
神

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

蕨
　
生
　
井
上
　
ス
ミ
子
　
85
歳

蕨
　
生
　
山
本
　
忠
子
　
　
74
歳

富
　
岡
　
松
本
　
マ
ス
ミ
　
100
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　₂,₀₅₈世帯（₂₁世帯）

総人口　₄,₂₁₀人 （₂₄人）
男₁,₉₇₉人　女₂,₂₃₁人
（12月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　４人
　　○転　入　₅₁人　○転　出　₂₆人

平成27年12月31日現在
※外国人を含みます。

町�の�人�口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

木
下
　
　
巖
　
　
松
野
町

越
智
　
月
春
　
　
鬼
北
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
₂₇
年
₁₁
月
₂₀
日
㈮
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全

国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
松
野
町
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
が
永
年
の
活
動
実
績
や
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
各
委
員
が
日
頃
か
ら
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
、
高
齢
者
世
帯
や
生
活
困
窮
者
、
一
人
親

家
庭
等
の
身
近
に
頼
る
人
が
い
な
い
人
に
対
し
、
声
か

け
、
相
談
、
支
援
又
は
訪
問
等
を
行
い
な
が
ら
、
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
地
域
に

お
け
る
各
福
祉
問
題
へ
の
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、
今
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
躍
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
７
日
㈭
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

毛
利
彰
男
さ
ん
・
憲
幸
さ
ん
親
子
に
よ
る
家
族
経
営
協

定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営
に
携
わ
る
家
族
が

意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
参
画
出
来
る

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
営
方
針
や
役
割

分
担
、
就
業
体
制
等
に
つ
い
て
十
分
に
話
し
合
い
、
そ

の
結
果
を
農
業
委
員
会
会
長
等
の
立
会
い
の
も
と
、
協

定
と
し
て
正
式
に
締
結

す
る
も
の
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
に
興

味
の
あ
る
営
農
者
や
ご

家
族
の
人
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
₄₂
･
１
１
１
４

　山口学さん（松丸）から松野中学
校女子バレー部にユニフォームを寄
付していただきました。
　早速１月の大会から着用しまし
た。誠にありがとうございました。

松
野
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」を
受
賞

農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
２
月
」

家
族
経
営
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中学校にユニフォームを
寄付していただきました！

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

吉
　
野
　
八
十
島
　
功
　
　
雫し
ず
く　

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
絵
莉
加

豊
　
岡
　
西西西西口西村
　
拓
海
　
　
賢け
ん

心し
ん

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
由
佳

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲阪本町長へ受賞の報告が行われました。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
さ
れ
た
人
へ

１　

行
政
相
談

【
日　

時
】
２
月
₁₀
日
㈬
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　

時
】
２
月
₁₀
日
㈬
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　

時
】
２
月
₁₀
日
㈬
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
₂₅
年
3
月
₃₁
日
ま
で
に
、
市
町
村
の
助
成
に
よ
り
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
人
の

う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
人
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
・
１
４
９
・
９
３
１

南
楽
園
梅
ま
つ
り
開
催

平
成
28
年
度
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

高
齢
者
の
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

南
楽
園
は
、
四
国
最
大
規
模
の
日
本
庭
園
で
す
。
園
内
の

梅
園
で
は
、
約
１
６
０
本
の
梅
が
次
々
と
咲
き
、
1
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
花
見
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
は
、
山
野

の
情
景
を
表
現
し
た
場
所
に
お
雛
様
を
飾
り
付
け
る
豪
華
絢

爛
な
「
南
楽
園
の
座
敷
雛
」
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
期　
　

間
】
１
月
₃₀
日
㈯
〜
２
月
₂₈
日
㈰

【
場　
　

所
】
日
本
庭
園
「
南
楽
園
」

（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３
）

【
開
園
時
間
】
９
時
〜
₁₇
時

【
料　
　

金
】

大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
１
５
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
楽
園　

☎
₃₂
・
３
３
４
４

　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
次
の
と
お
り

平
成
₂₈
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
目
】　

木
工
ク
ラ
フ
ト
科

　
　
　
　
　
　

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

【
訓
練
期
間
】　

木
工
ク
ラ
フ
ト
科

（
平
成
₂₈
年
４
月
₁₂
日
〜
平
成
₂₉
年
３
月
₁₆
日
）

　
　
　
　
　
　

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
平
成
₂₈
年
４
月
₁₂
日
〜
平
成
₂₉
年
１
月
₃₁
日
）

【
入
校
願
書
受
付
期
間
】
２
月
₂₆
日
㈮
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
校
選
考
日
】
３
月
４
日
㈮

【
選
考
試
験
内
容
】
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社
会
）、
適

性
試
験
、
面
接

　

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
高
齢
者
の
施
設
、
高
齢
者
向
け
賃

貸
住
宅
な
ど
高
齢
者
の
住
ま
い
に
関
す
る
問
題
（
入
居
金
の

返
還
、
介
護
事
故
、
虐
待
、
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
等
）
を
抱
え

て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
₁₅
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₅
時

【
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】
０
５
７
０
・
０
７
３
・
１
６
５

※
当
日
の
み
の
直
通
電
話
で
す
。

【
相
談
料
】
無
料
（
但
し
通
話
料
は
、
相
談
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】愛
媛
弁
護
士
会（
松
山
市
三
番
町
４

－

８

－

８
）

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
６
２
７
９

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

２
月
１
日
㈪
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
３
期
分
の
納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
は
、
１
月
₁₈
日
頃
に
納
付
書
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
２
月
₁₅
日
㈪
が
口
座
振
替
納
付
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
届
出
口
座
へ
の
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
松
山
市
若
草
町
４

｜

３
）

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

【
費
用
】　

入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料

　
　
　
　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校　

☎
₂₂
・
３
４
１
０

ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

☎
０
３
・
３
５
０
６
・
９
４
１
１
（
有
料
）
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南
予
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
列
車
出
発
進
行
！

地
域
伝
統
文
化
キ
ッ
ズ
・
カ
ー
ニ
バ
ル

　
「
み
き
ゃ
ん
」「
に
ゃ
ん
よ
」
を
は
じ
め
と
す
る
南
予
地
域

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
列
車
が
南
予
路

を
走
り
ま
す
！

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
運
行
予
定
】
２
月
中
旬
に
松
山
以
南
の
予
讃
線
と
予
土
線

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
観
光
物
産
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
９
２

　

県
で
は
、
左
記
の
日
程
で
地
域
伝
統
文
化
キ
ッ
ズ
・
カ
ー

ニ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
和
太
鼓
や
獅
子
舞
な
ど
愛
媛
の
多

彩
な
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち
が
熱
演
す
る
ほ
か
、
華
道
の

展
示
や
茶
道
、
俳
句
、
川
柳
、
ち
ぎ
り
絵
、
将
棋
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
２
月
₂₈
日
㈰
₁₀
時
〜
₁₅
時
₃₀
分

【
場　

所
】
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
サ
ブ
ホ
ー
ル
、
県
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

　　　　　　�Information　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�お し ら せ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
プ
レ
ゼ
ン
ツ

N
a
n
p
u
P
a
rty
2016�

バ
レ
ン
タ
イ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー　
参
加
者
募
集

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
圏
域
内
の
独
身
男
女

に
よ
り
多
く
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
彼
氏
、
彼
女
を
お
探
し

中
の
あ
な
た
、
一
緒
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】
２
月
₁₃
日
㈯
₁₉
時
開
会
（
受
付
₁₈
時
₃₀
分
〜
）

【
会　
　

場
】
創
作
居
酒
屋　

ま
る　
（
宇
和
島
市
錦
町
５

｜

５
）

【
募
集
対
象
】
交
際
相
手
を
お
探
し
中
の
₂₅
歳
か
ら
お
お
む
ね

₄₀
歳
の
独
身
男
女

※ 

男
性
は
宇
和
島
圏
域
内
（
宇
和
島
市
・
松
野
町
・
鬼
北
町
・

愛
南
町
）
に
在
住
の
人
の
み

※
男
女
と
も
現
在
交
際
中
の
お
相
手
の
い
な
い
人

【
参
加
費
】
女
性
２
，
０
０
０
円
、
男
性
４
，
０
０
０
円

【
募
集
人
数
】
男
女
各
₂₀
人
（
合
計
₄₀
人
程
度
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
①
住
所
、②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、③
年
齢
、④
性
別
、

⑤
電
話
番
号
（
携
帯
）
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
７
９
８
・
８
６
０
１　

宇
和
島
市
曙
町
１
番
地

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
係
宛

☎
₂₂
・
８
６
６
４

℻　
₂₄
・
３
９
４
３

メ
ー
ル　

nanpu@
city.uw

ajim
a.lg.jp

【
募
集
締
切
日
】
２
月
３
日
㈬
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】右
記
申
し
込
み
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】　

・ 

本
人
以
外
か
ら
の
申
込
み
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

応
募
者
数
が
定
員
の
２
倍
に
達
し
た
時
点
で
、
申
込
み
は

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

応
募
結
果
は
、
郵
送
に
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

・ 

個
人
情
報
は
、
法
律
に
基
づ
き
適
切
に
取
り
扱
い
、
本
事

業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

宇
和
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
春
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
と
納
税
は

　
　
　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税　

３
月
₁₅
日
㈫
ま
で

　
　
　

贈
与
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
₁₅
日
㈫
ま
で

　
　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　
　
　

３
月
₃₁
日
㈭
ま
で

申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納
税
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
該
当
項
目
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印

刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
便
利
なe-Tax

を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
に
、
給
与
所
得
者

又
は
公
的
年
金
所
得
者
の
方
へ
向
け
て
、
初
め
て
で
も
操

作
し
や
す
い
作
成
画
面
を
新
設
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※ e-Tax

を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

　

 

詳
し
く
はe-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-tax.
nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

書
面
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
の
確
定
申
告
書
用
紙
や
収
支

内
訳
書
用
紙
な
ど
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
全
て
の
方
（
還
付
申
告
の
方

も
含
み
ま
す
。）
は
、「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄
の
記
載
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
和
島
税
務
署　

宇
和
島
市
堀
端
町
1
番
₃₈
号

☎
代
表
（
０
８
９
５
）
２
２
・
４
５
１
１

（
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用
件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）
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愛媛県立松山東高等学校通信制課程
通信制って知っていますか？高校卒業の資格を取ろう！！

Informationお し ら せ

　愛媛県立松山東高等学校は、県内で唯一の公立による
通信制課程の学校です。
　３年以上の修業、₇₄単位以上の単位取得などの条件を
満たせば、全日制や定時制の高校と同じ高等学校卒業の
資格が得られます。
　興味のある人は、下記問い合わせ先までご連絡くださ
い。
＜入学資格＞
　１　中学校を卒業された人
　２　 平成₂₈年３月中学校を卒業見込みの人又は中等教

育学校前期課程修了見込みの人
　３　中学校卒業程度の学力を有すると認められる人
　４　高校に在学中または、中途退学した人

＜出願期間＞

【問い合わせ先】
愛媛県立松山東高等学校通信制課程
☎089―945―0131

新入学
１次 ２月２日㈫～３月４日㈮必着
２次 ３月₂₂日㈫～４月５日㈫必着

編入学・転入学
１次 ２月２日㈫～３月４日㈮必着
２次 ３月７日㈪～３月₁₇日㈭必着

転入学 ２月２日㈫～３月₁₈日㈮必着

　所得申告の時期となりました。つきましては、地区ごとに申告の受付と相談を行いますので、下記の日程表をご
確認の上お越しください。
　なお、それぞれの地区で申告できない人は、下記の日程以外の時間帯に役場町民課（税務係）で3月₁₅日㈫までに
申告をしてください。

◆　申告に必要なもの
　①　事業（農業・営業・その他）の収入支出のわかる帳簿・書類（収入内訳書・通帳・領収書など）
　②　給与、公的年金のある人は、それぞれの源泉徴収票
　③　一時所得（個人年金や生命保険満期の受け取り等）のわかる書類
　④　社会保険料（国民年金保険料等）控除証明書、生命保険料・地震（旧長期損害）保険料の支払証明書
　⑤　医療費控除を受ける人は、医療費の領収書や保険等で補てんされた金額がわかる書類、通帳など
　⑥　住宅借入金（取得）等、特別控除を受ける人は、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書など
　⑦　障害者控除（扶養控除の障害者も含む）の適用を受ける場合は、身体障害者手帳等
　⑧　印鑑
　⑨　所得税を口座振替で納付される人や還付金の受け取りが見込まれる人は、本人名義の通帳と印鑑
◆　所得申告の受付・相談の日程

平成28年度�町県民税の所得申告の受付と相談について

地区名 対　　象　　地　　区 月　　日 曜日 時　　　　　　　間 場　　　　　　　所
松　丸 全　域 ２月₁₆日 火 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 町民センター

延野々 東組　仲組　野尻　住宅組 ２月₁₇日 水 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀
延野々集会所

五郎丸　古井谷 ２月₁₈日 木 ９：₀₀ ～ ₁₂：₀₀
豊岡後 全　域 ２月₁₉日 金 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 豊岡後集会所
上家地 全　域 ２月₂₂日 月 ₁₃：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 上家地集会所
豊岡前 全　域 ２月₂₃日 火 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 豊岡前集会所
富　岡 全　域 ２月₂₄日 水 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 富岡集会所

目　黒 国木谷　下組　中央１　中央２ ２月₂₅日 木 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀
目黒基幹集落センター

西の川　上目黒 ２月₂₆日 金 ９：₀₀ ～ ₁₂：₀₀

吉　野 西組　梁瀬　豊盛 ２月₂₉日 月 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀
吉野生公民館

町組　上在（葛川） ３月１日 火 ９：₀₀ ～ ₁₂：₀₀

蕨　生 鳥居　鈴井　真土 ３月２日 水 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀
蕨生集会所

谷口　延行（奥内）（葛川） ３月３日 木 ９：₀₀ ～ ₁₂：₀₀
奥野川 全　域　（奥内） ３月４日 金 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 奥野川住民センター

町　内　全　域 ３月６日 日 ９：₀₀ ～ ₁₅：₀₀ 町民センター
【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎₄₂－₁₁₁₂

　申告の対象は、平成₂₈年１月１日現在、松野町に住所を有する人で、平成₂₇年１月１日から平成₂₇年₁₂月₃₁日
までの所得です。
　前年中に無収入の人でも申告していない場合は、国民健康保険税の軽減が受けられないほか、所得・課税（非
課税）証明書等の発行や、児童手当の受給資格認定のための判定ができなくなります。
※　税務署で所得税の確定申告をされる人は、この町県民税の申告は必要ありません。
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事業者の皆さん
マイナンバー（個人番号）を正しく取り扱っていますか

　　　　　　�Information　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�　　　　　　�お し ら せ

事業者は、行政手続などのため、従業員などのマイナンバーを取り扱います。
・ 事業者は、社会保険の手続や源泉徴収票の作成などにおいて、従業員などからマイナンバーの提出を受け、書類などに記載します。
・マイナンバーを取り扱う際には、４つのルールを守りましょう！

・マイナンバーを従業員などから取得する際には、本人確認（次の①②の確認）が必要です。
　①　マイナンバーが間違っていないかの確認
　　　⇒　マイナンバーが書いてある「通知カード」や「個人番号カード」で確認
　②　身元の確認
　　　⇒　顔写真が付いている「個人番号カード」又は「運転免許証」などで確認
・ マイナンバーを従業員などから取得する際には、利用目的（「源泉徴収票作成」「健康保険・厚生年金保険届出」「雇用保険

届出」等）を伝えましょう。
・マイナンバー取扱者、取扱い手順、保管場所などを決めておきましょう。

１　事業者において講ずることが望まれる措置
　　(1) 事業者内部における責任者への報告、被害の拡大防止
　　(2) 事実関係の調査、原因の究明　
　　(3) 影響範囲の特定
　　(4) 再発防止策の検討・実施
　　(5) 影響を受ける可能性のある本人への連絡等
　　(6) 事実関係、再発防止策等の公表
　　　※　 マイナンバーが漏えいして不正に用いられるおそれがあると認められるときは、マイナンバーの変更をお住いの市区町村に請求

できることを本人に説明してください。

２　個人情報保護委員会又は業界の所管官庁への報告
  ①　個人情報保護委員会に報告する場合
　  個人情報保護委員会ウェブサイトに掲載している様式に事実関係や再発防止策等を記載し、速やかに個人情報保護委

員会に郵送で報告するよう努めてください。
　　　※　 影響を受ける可能性のある本人全てに連絡した場合、外部に漏えいしていないと判断される場合等の個人情報保護委員会への報

告不要の要件を全て満たす場合には、個人情報保護委員会への報告は不要です。

  ②　個人情報保護法に基づき所管官庁に報告する場合
所管官庁のガイドライン等に従って、報告してください。

（所管官庁から個人情報保護委員会に報告されますので、①の報告は不要です。）

取得・利用・提供
のルール 保管・廃棄のルール 委託のルール 安全管理措置

のルール
○ 個人番号の取得・利用・提供は、

法令で決められた場合だけ
○ これ以外では、「取れない」
 　「使えない」「渡せない」

○ 必要がある場合だけ保管
○ 必要がなくなったら廃棄

○ 委託先を「しっかり監督」
○ 再委託は「許諾が必要」

○ 漏えいなどを起こさないために
　 書類やデータは「しっかり管理」

特定個人情報の安全の確保に係る「重大な事態」が生じたときに、個人情報保護委員会に報告することが法令上の義務になり
ました。次の事態に該当する事案又はそのおそれのある事案が発覚した場合には、個人情報保護委員会に第一報をお願いします。
　「重大な事態」とは…
　１　漏えい・滅失・毀損又はマイナンバー法に反して利用・提供された特定個人情報に係る本人の数が₁₀₀人を超える事態
　２　 特定個人情報ファイルに記録された特定個人情報を電磁的方法により不特定多数の者が閲覧することができる状態となり、かつ、

その特定個人情報が閲覧された事態
　３　不正の目的をもって、特定個人情報ファイルに記録された特定個人情報を利用し、又は提供した者がいる事態　等

マイナンバーに関するお問い合わせは 
　マイナンバー総合フリーダイヤル 0 １２０－９５－０１７８へ
　※　平日９時₃₀分～ ₂₂時　土日祝日９時₃₀分～ ₁₇時₃₀分（年末年始を除く)
　※　一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、　０５０－３８１６－９４０５（有料）におかけください。 
　※　個人番号カードを紛失された場合のお問い合わせについては、上記マイナンバー総合フリーダイヤルのほか、
　　　個人番号カードコールセンター（全国共通ナビダイヤル）  0570－783－578（有料） でも対応しています。

マイナンバーに関する最新情報（ウェブサイト）
　・マイナンバー制度........................内閣官房　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　・税分野での取扱い........................国税庁　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm
　・社会保障分野での取扱い............厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000062603.html
　・マイナンバーガイドライン........個人情報保護委員会　http://www.ppc.go.jp/index.html

詳しくは、個人情報保護委員会ウェブサイト(http://www.ppc.go.jp/legal/policy/rouei/)をご覧ください。

万が一、マイナンバーが漏えいしてしまった場合には…

取得にあたっては

　・社会保障分野での取扱い............厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000062603.html

愛称：マイナちゃん

個人情報保護委員会
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 月 可葛川以外町内全域

２ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

３ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

４ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

５ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

６ 土

７ 日 当二宮整形外科☎₂₅︲₈₆₀₀
当兵頭内科医院☎₂₅︲₂₇₇₂

当山下小児科☎₂₃︲₀₀₅₅
当篠原医院☎₄₅︲₃₃₇₀

８ 月 可葛川以外町内全域

９ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₀ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₁ 木 当小川クリニック☎₂₃︲₃₅₉₉
当和霊町松浦内科☎₂₃︲₁₅₁₀

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当大野内科医院☎₄₅︲₀₁₄₁ 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₂ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₃ 土 森の国人権の集い／コミュニティセンター

₁₄ 日 松野町消防出初式 当植木整形外科☎₂₂︲₀₀₂₂
当田中循環器科内科☎₂₂︲₀₅₀₄

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当鬼北町国保愛治診療所☎₄₆︲₀₀₀₅

₁₅ 月 可葛川以外町内全域

₁₆ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

₁₇ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₈ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

₁₉ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₀ 土

₂₁ 日 町制施行₆₀周年記念
「第₆₂回不器男忌俳句大会」／町民センター

当上甲外科クリニック☎₂₅︲₅₈₁₁
当宇都宮内科胃腸科☎₂₅︲₇₂₂₈

当やくしじこどもクリニック☎₂₄︲₁₃₈₆
当口羽外科胃腸科医院☎₃₂︲₅₀₀₀

₂₂ 月 可葛川以外町内全域

₂₃ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₄ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₅ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₆ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₇ 土

₂₈ 日 当福島胃腸科外科☎₂₄︲₅₅₈₈
当松澤循環器科内科☎₂₅︲₅₈₅₈

当上田小児科・外科☎₂₅︲₀₁₀₀
当松﨑クリニック☎₅₈︲₄₈₂₈

₂₉ 月 可葛川以外町内全域

2月の森の国行事予定表
当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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